









































1　Ronald Hyam, Britain’s Imperial Century, 1815-1914 : A Study of Empire and Expansion, 3rd 
ed.（Basingstoke: Palgrave Macmillan, 2002）, pp.74-77, 105-123. 
2　このような「他者」に関する見方が近年のイギリス史研究で広がってきたことについては、
下記を参照のこと。Peter Mandler, The English National Character: The History of an Idea from 
Edmund Burke to Tony Blair （London: Yale University Press, 2006）, p.53. なおマンドラー自身は、
後述するように、かかる見方には批判的である。



































4　Mandler, The English National Character, p.53.
5　J. G. A. Pocock, The Discovery of Islands: Essays in British History（Cambridge, UK: Cambridge 
University Press, 2005） , pp.309-310.  エドワード・サイードによるオリエンタリズム論は「自己」
と「他者」との「二項対立」的な理解に基づくという、ジョン・M・マッケンジーによる批
判 も 参 照 の こ と。John M. MacKenzie, Orientalism: History, Theory and the Arts（Manchester: 







美）は、法や社会規範から逸脱する青少年に対する、19 世紀後半から 20 世紀
初頭にかけてのイギリス国内の認識を検討する。その認識プロセスに大きな影
響を与えたのが、同時代のイギリスを広く覆っていた、退化（degeneration）
への恐怖感であった。本論文ではとりわけ青少年という年齢集団と退化概念が
強く結びつけられて議論されたことに注目し、20 世紀初頭に隆盛をみる青少
年団運動の展開へのその影響を探る。
　最後に「「文明社会」における動物たち――ヘンリ・S・ソルトによる動物
の擁護」（光永雅明）は、「動物の権利」論の先駆者としても知られるソルトに
よる、動物擁護の議論を取り上げる。ソルトはまず同時代のイギリスが「文明
社会」であるとの見方を批判し、同時に動物は人間とある意味では平等である
と主張した。本論文はこの主張を検討し、そこにヴィクトリア時代における自
由主義思想とのある種の類似性が窺えることを示す。
　もっとも、研究班構成員が対象とする専門領域上の制約もあり、本研究班
は、イギリスにおける「文明社会の他者理解」の変容について、いくつかの主
題に即して限られた角度から検討したものにすぎない。その他の点も含め、本
研究成果の不十分な点については、忌憚のないご批判をいただければ幸いであ
る。
　なお本研究班の活動並びに研究成果の刊行にあたっては、神戸市外国学大学
外国学研究所から多大な支援をいただいた。記して感謝申し上げたい。
